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論　　文　　の　　要　　旨
　環R上の両側加群Mと双線形写像φ：M⑧M→鼠が与えられているとき，アーベル群R①Mに
積（r，㎜）（ダ，腿’）＝（r　r’十φ（醐，搬’），鰍r’十r狐’）を導入してRの拡大環Aを構
成することができる。Aはφ一自明拡大と呼ばれ，記号艮旺φMで表わされる。三角行列環，森
田c㎝texを〈、U、，SV、＞から定義される一般行列環（㍊）などはすべてφ一自明拡大環とし
て提えることができることから，この種の拡大の研究桐．Reiten等により始められた（1971年）。
　本論文で著者はAが一般行列環である場合の入射次元の評価及びその極大商環の研究をおこな
い，更に一般的にはφが非退化あるいはI㎜φが黒零の場合の入射包絡およびA自身が加群圏の
余生成対象になる条件を決定している。
　第1，2章では三角行列環の入射次元の上限，下限を与えているが，特に2章では森田
c㎝text〈sMR，RNs〉のtrace　idea1にNsがaccessib1eであるという仮定のもとに不等式δくid
（㌫二）≦δ・1を証明している。但しδ一㎜・・li・（・。），i・（M。），i・（S。），i・（・。）1また
はid（一）は右加群に対する入射次元を意味する。勿論著者は論文中δが最良の数値であること
を例を挙げて示している。
　第3，5，7章では種々の一般行列環，φ一自明拡大環の入射包絡を決定しているが，特に第
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7章においてはI狐φが藁零の場合単純右A一加群の入射包絡を決定し，A＝R灰φMが余生成環
になるための必十条件を艮の単純加群に対する条件として与えている。なおこの結果を特殊な場
合に適用することにより北村氏の自已入射自明拡大環の特徴付を導いている。また三角行列環
（む二）が入射余生成環になる場合は自明な場合，すなわちU＝Oの場合に限ることを証明して
いる。
　第4，6章はAの○re条件の分析，AのJacobson根基，Soc1e，Si㎎むlar　ideaiの決定等，Aの
環構造の研究が申心となっている。特に6章では，RxφMが準素環ならばRも準素環且つφは非
退化であるが，逆は必ずしも成立しないことを示し，逆が成立するための自然な十分条件を与え
ている。自然な十分条件といえる理由は一般行列環に対しこの条件が満足されているからであり，
その事実も著者により証明されている。
審　　査　　の　　要　　旨
　（一般）三角行列環の入射次元が係数環の入射次元より高々1増加するという事実は，1969年
A．Zaksによって証明された定理である。著者はこの定理を一般行列環に拡張しているが，行
列環の右上要素に森田c㎝textのtrace　idea1にa㏄essib1eな加群をもってくるという発想は著者の
創意を示すものとして注目される。また何時A＝RIxφMが準素環になるかという問題に対してA
が一般行列環の場合Rの準素性およびφの非退化が必十条件であるという解答を与えている点で
氏の力量を高く評価できる。一方I狐φが薫零の場合Aの入射包絡，極大商環の決定，A自身が
余生成環になる条件の特徴付等いずれもB．Ste耐r6m，亙．Reitenの結果を含むものであり興味
あり秀れた結果といえる。
　よって，著者は理学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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